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3月 28人 32,800円
2月 37人 37,490円

令
和
８
年
度
の
地
域
振
興
事
業

令
和
８
年
度
予
算
で

「
地
域
ま
ち
づ
く
り

、

未
来
事
業
」
は

『
地
域
振
興
事
業
」
に
総
称

、

を
変
え
て
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

各
地
域
庁
舎
の
事
業
は
表
の
通
り
で
す
。

令和８年度予算 藤島地域振興事業一覧 ★新規事業 ☆拡充事業

区分 事業名
R8予算額

 (千円)

財源内訳

国 県 市債 その他 基金 一財

1.未来に繋げる田園文

化と多様な水田活用農

業の振興

庄内農業高等学校地域連携事業 1,000 0 0 0 0 1,000 0

若手農業者美味しいごはんコンクー

ル開催事業 1,800 0 0 0 0 1,800 0

藤島農産物元気事業 1,968 0 0 0 0 1,968 0

藤島地域人と環境にやさしい農業推

進事業 500 0 0 0 0 0 500

藤島地域里山整備活性化事業 528 0 0 0 0 179 349

2.歴史と文化、交流が
彩るふじのまちづくり

の推進

藤島地域花咲かせ活動支援事業 753 0 0 0 0 753 0

藤島歴史公園から始まる地域づくり

事業 4,300 0 0 0 0 4,300 0

ふじの里づくり事業 175 0 0 0 0 0 175

藤島地域観光拠点魅力アップ事業 208 0 0 0 0 0 208

鶴岡伝統芸能祭開催事業 790 0 0 0 0 0 790

ふじのまちかど整備事業 2,800 0 0 0 0 0 2,800

東田川文化記念館利活用事業 656 0 0 0 0 0 656

藤棚の整備事業 4,180 0 0 0 0 0 4,180

3.くらしやすい“藤島

”を実感できる生活基

盤の再構築

長沼温泉ぽっぽの湯活性化事業
497 0 0 0 0 0 497

合計 20,155 0 0 0 0 10,000 10,155

令和８年度予算 羽黒地域振興事業一覧 ★新規事業 ☆拡充事業

区分 事業名
R8予算額

 (千円)

財源内訳

国 県 市債 その他 基金 一財

1.人を惹きつけ魅力あ

ふれる観光の推進

出羽三山精進料理魅力発信事業 100 0 0 0 0 100 0

映画ロケ等支援事業 200 0 0 0 0 200 0

大鳥居周辺花いっぱい事業 460 0 0 0 0 460 0

太陽に輝くひまわり畑創出支援事業 884 0 0 0 0 884 0

羽黒山午歳御縁年誘客促進事業 ☆ 2,180 0 0 0 0 2,180 0

手向地区持続可能な歴史まちづくり

推進事業 ★ 8,846 4,649 0 0 0 4,197 0

松ヶ岡魅力創出支援事業 2,180 2,180 0 0 0 0 0

史跡松ヶ岡青空マルシェ支援事業 600 0 0 0 0 600 0

2.地域の特色を生かし

価値を高める農業の推

進

月山高原「黄金色の麦畑」創出事業
600 0 0 0 0 600 0

3.活力ある地域づくり

を担う地域コミュニテ
ィの推進

広瀬さ行ってみっがプロジェクト支

援事業 300 0 0 0 0 300 0

羽黒地域ふらっといっぽ事業 300 0 0 0 0 300 0

羽黒地域のおしごとみ～つけた事業 265 0 0 0 0 179 86

合計 16,915 6,829 0 0 0 10,000 86

令和８年度予算 櫛引地域振興事業一覧 ★新規事業 ☆拡充事業

区分 事業名
R8予算額

 (千円)

財源内訳

国 県 市債 その他 基金 一財

1.フルーツの里づくり

と地域資源の観光連携
による魅力度の向上

くしびきフルーツ振興プロジェクト

事業 ☆ 4,756 0 0 0 0 4,756 0

横綱柏戸記念館活性化推進事業 450 0 0 0 0 0 450

2.黒川能など貴重な歴
史文化の継承と活用推

進 0

王祇会館竹林資源活用事業 ★ 200 0 0 0 0 33 167

櫛引地域歴史文化資源活用支援事業 1,000 0 0 0 0 1,000 0

黒川能保存伝承支援事業 3,361 0 0 0 0 3,361 0

3.コミュニティの活性
化と安全安心な地域づ

くりの推進

くしびき若者未来創造事業 500 0 0 0 0 500 0

櫛引地域花いっぱい運動で環境美化

推進事業 350 0 0 0 0 350 0

くしびき温泉ゆーTown活性化事業 676 0 0 0 0 0 676

くしびき秋の大感謝祭事業 200 0 0 0 0 0 200

合計 11,493 0 0 0 0 10,000 1,493

令和８年度予算 朝日地域振興事業一覧 ★新規事業 ☆拡充事業

区分 事業名
R8予算額

 (千円)

財源内訳

国 県 市債 その他 基金 一財

1.中山間地域における

定住環境の支援

朝日地域大鳥地区移動支援モデル事

業 410 0 0 0 0 0 410

豪雪地域雪下ろし支援事業 ★ 3,000 0 1,500 0 0 0 1,500

朝日地域若者語らいの場ありのまま

未来プロジェクト事業 300 0 0 0 0 300 0

朝日地域共創プロジェクト支援事業 380 0 0 0 0 380 0

大泉地域ビジョンスタートアップ支

援事業 300 0 0 0 0 300 0

朝日地域施設利活用検討事業 ★ (

健康の里ふっくら、かたくり温泉施
設の利活用) 115 0 0 0 0 115 0

朝日地域助け合い玄関前除雪支援事

業 330 0 165 0 0 165 0

かたくり温泉施設活用支援事業 6,500 0 0 0 0 6,500 0

朝日地域フレイル予防事業 2,000 0 0 0 1,333 176 491

2.森林資源、自然環境

などを活用し、中山間
地に特化した農林業の

振興

朝日地域山の恵み産地化事業

1,200 0 0 0 0 1,200 0

3.自然、文化、風土な

ど、地域資源を活用し
た観光の振興

六十里越街道魅力発信事業 380 0 0 0 0 380 0

大鳥池避難小屋衛星通信実証実験事

業 269 0 0 0 0 0 269

桧原二ノ俣峠越山道復元事業 100 0 0 0 0 100 0

朝日地域観光あいのりタクシー運行

事業 600 0 0 0 0 0 600

月山ゾウ発掘３０年記念事業 ★ 384 0 0 0 0 384 0

合計 16,268 0 1,665 0 1,333 10,000 3,270

令和８年度予算 温海地域振興事業一覧 ★新規事業 ☆拡充事業

区分 事業名
R8予算額

 (千円)

財源内訳

国 県 市債 その他 基金 一財

1.あつみ温泉と道の駅

を拠点とした地域振興
道の駅あつみ振興事業 ★

3,837 1,918 0 0 0 1,919 0

2.自然・歴史・文化を
生かした交流人口、関

係人口の拡大 0 0

温海地域家族まるごと移住体験事業 4,987 2,490 0 0 0 2,497 0

温海地域支援ネットワーク推進事業 520 258 0 0 0 262 0

温海地域体験旅行推進事業 2,200 0 0 0 0 2,200 0

3.地域特性を生かした
農林水産業の振興 0

温海地域在来作物振興事業 1,098 0 0 0 0 1,098 0

温海地域伝統的工芸品振興事業 485 0 0 0 0 485 0

4.海・山・自然豊かに

暮らし続けられる環境
整備

温海地域生きる力を育む教育推進事

業 1,133 0 0 0 0 1,133 0

温海地域支え合い訪問活動事業 68 17 8 0 34 9 0

合計 14,328 4,683 8 0 34 9,603 0

総計 79,159 11,512 1,673 0 1,367 49,603 15,004

(参考)その他地域振興

基金を充当する経費

地域庁舎管内施設の小規模修繕事業

(1庁舎あたり10,000千円) 50,000 0 0 0 0 50,000 0

地域振興基金繰入金 総額 99,603千円



感
動
に
震
え
、
興
奮
冷

め
や
ら
ぬ
担
任
は
、
そ
の

後
の
例
大
祭
や
仙
台
で
の

公
演
に
足
を
運
び
、

人
25

の
ク
ラ
ス
一
丸
で
取
り
組

み
た
い
と
具
体
的
な
行
動

に
出
た
。

神
社
で
指
導
に
あ
た
っ

て
い
た
太
刀
使
い
師
匠
の

（

）、

丸
山
聡
前
保
存
会
会
長

唄
上
げ
の
斎
藤
登
氏
を
口

説
き
落
と
し
、
獅
子
役
の

斎
藤
耕
紀
に
保
護
者
の
井

上
を
巻
き
込
み
、
役
柄
と

踊
り
の
構
成
を
願
っ
た
。

一
方
、
ど
の
く
ら
い
の

練
習
と
準
備
に
時
間
を
要

す
る
か
見
当
も
つ
か
ず
、

学
校
側
の
理
解
に
向
け
、

筆
者
を
佐
藤
実
校
長
に
案

内
し
た
。

当
時
、
学
校
で
は
文
科

省
の
総
合
的
学
習
の
本
格

導
入
に
向
け
、
校
内
研
究

の
段
階
で
、
担
任
の
思
い

を
具
現
化
す
る
の
に
、
各

教
科
の
配
分
時
間
を
上
限

ま
で
使
っ
て
良
い
と
許
し

を
得
た
。

酒
席
で
の
顔
の
緩
み
は

何
度
も
見
て
い
た
が
、
こ

の
日
は
、
眼
鏡
の
奥
に
き、

ら
り
と
光
る
も
の
が
見
え

。

度
量
の
大
き
さ
を
感
じ
た

こ
れ
で
授
業
時
間
と
指

導
の
体
制
が
固
ま
り
、
あ

と
は
道
具
の
準
備
で
あ
っ

た
。あ

る
日
の
授
業
を
覗
く

と
、
段
ボ
ー
ル
に
金
銀
の

折
り
紙
を
張
り
、
角
（
つ

の
）
を
表
す
ク
ワ
ガ
タ
の

作
成
中
。
何
人
か
は
顔
に

金
色
で
デ
コ
レ
ー
ト
（
３

月

日
号
参
照
。
図
画
工

）

15
作
の
時
間
が
と
て
も
楽
し

く
創
造
豊
か
で
、
工
夫
が

生
ま
れ
て
進
行
し
て
い
る

の
が
判
っ
た
。

新
聞
紙
で
下
地
処
理
さ、

れ
た
頭
の
部
分
に
つ
い
て

担
任
に
尋
ね
言
葉
を
失
っ

た
。･･･

（

）

つ
づ
く

早
く
明
ら
か
に

国
会
の
議
論
と
は
、
平

和
を
求
め
る
と
共
に
国
民

の
暮
ら
し
を
ど
う
し
て
良

く
す
る
か
、
憲
法
で
言
え

ば
特
に
前
文
と
、
第
９
条

と
第

条
を
如
何
に
実
現

25

す
る
か
を
、
政
党
間
で
侃

々
諤
々(

か
ん
か
ん
が
く
が

く)

す
る
も
ん
だ
と
思
っ
て

い
る
ん
だ
が
、
話
が
噛
み

合
わ
な
い
も
の
を
テ
レ
ビ

で
見
せ
ら
れ
イ
ラ
イ
ラ
し

て
い
る
ん
だ
。

▲
ど
う
し
て
あ
ん
な
に
質

問
に
合
わ
な
い
答
弁
を
長

。

、

々
と
や
る
の
か
大
臣
は

意
図
的
に
答
弁
を
ず
ら
し。

て
い
る
と
し
か
思
え
な
い

だ
か
ら
だ
ろ
、
何
回
も
答

え
が
ず
れ
て
い
る
と
言
わ。

れ
て
も
的
を
は
ず
す
ん
だ

全
く
無
駄
に
時
間
が
使
わ

れ
て
質
問
時
間
が
な
く
な

る
ん
だ
し
。

▲
子
ど
も
ら
の
児
童
会
・

生
徒
会
の
司
会
や
議
長
な

ら
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
れ

ば
注
意
す
る
と
こ
ろ
を
、

国
会
の
委
員
長
は
そ
れ
を

し
な
い
ん
だ
。
今
・
ト
ラ

ン
プ
の
始
め
た
戦
争
に
日

本
は
、
ど
ん
な
か
か
さ
わ

り
に
な
る
の
か
は
国
民
注

視
の
事
な
の
だ
。
与
党
が、

運
営
す
る
委
員
会
だ
か
ら

。

委
員
長
の
グ
ル
も
・
・
・

▲
日
本
が
戦
争
を
放
棄
し

た
憲
法
を
持
っ
て
い
る
事

は
、
全
世
界
が
ご
存
知
の

事
。
そ
れ
を
承
知
で
無
理

を
言
う
大
統
領
に
応
え
て

き
た
の
が
歴
代
の
首
相
だ

ろ
。
今
回
は
何
を
言
わ
れ。

て
ど
う
応
え
て
来
た
の
か

誰
も
が
気
に
か
け
て
い
る

事
だ
。
そ
れ
を
国
民
に
知

ら
せ
た
く
な
い
首
相
だ
。

▲
し
か
し
、
大
統
領
が
日

本
に
来
た
と
き
は
、
空
母

の
甲
板
で
飛
び
跳
ね
て
喜

ん
で
い
た
首
相
が
サ
、
今、

回
の
場
所
は
判
ら
な
い
が

飛
び
跳
ね
る
を
超
え
て
踊

っ
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い

の
？
ど
ん
な
お
世
辞
を
言

わ
れ
た
の
か
。
ま
・
大
変

な
心
労
だ
ろ
う
か
ら
、
解

放
さ
れ
て
賑
や
か
な
所
で、

踊
る
事
も
良
い
だ
ろ
う
が

大
統
領
と
の
話
に
は
、
我

ら
の
命
と
暮
ら
し
が
掛
っ

て
い
る
ん
だ
（
石
川
）

。

（

）

北
藩
早
春

北
藩

早
春

城
貞

藤

花

の

の

ほ
く
は
ん

そ
う
し
ゆ
ん

其
２

２

そ
のの

に

り

北
藩
淑
景
在
芳
春

北
藩

淑
景

芳
春

在

き
た
は
ん

し
ゆ
く
け
い

ほ
う
し
ゆ
ん

あ

の

だ

し
か
ら
ず

田
苑
玉
梅
蕾
未
均

田
苑

玉
梅

蕾

未

均

で
ん
え
ん

ぎ
よ
く
ば
い

つ
ぼ
み

い
ま

ひ
と

し

の

の

に

る
を

た
ば

仮
待
鶴
城
桜
似
錦

仮

鶴
城

桜

錦

似

待

も

か
く
じ
よ
う

さ
く
ら

に
し
き

に

ま

車

下

全

是

花

看

人

下
車
全
是
看
花
人

よ
り

り
る
は

て

を

る
の

く
る
ま

お

す
べ

こ
れ

は
な

み

ひ
と

荘
内
地
方

春

景
色

何

言

花

春

。

の

の

は

と

っ
て
も

ざ
か
り
の

に
あ
る

の

の

は
ま
だ
ま
ば
ら
で

に
は
ふ
く

湯
田
川

梅
林
公
園

蕾

均
一

。

ら
ん
で
は
い
な
い

鶴
岡
公
園

桜

花

錦

咲

誇

待

も
し

の

の

が

の
よ
う
に

き

る
の
を

っ
て
い
た
ら

そ
の
こ
ろ

に

か
け
て
も

の

ば
か
り
で

ど
う

花
見

出

花
見

人

、

し
て
も

自
然

楽

。

を

し
む
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う

＝
荘
内
。

＝
春

初

。

＝
春

景
色
。

北
藩

早
春

淑
景

の

め

の

＝
花
盛

春
。

＝
湯
田
川

梅
林
公
園
。

芳
春

田
苑

り
の

の

＝
姿

美

梅
。

＝

。

＝

(

仮
定)

。

玉
梅

均

仮

の

し
い

い
ち
よ
う
に

も
し
も

＝
美

。

＝

。

＝

。

錦

全

待

し
い

み
な

し
よ
う
と
す
る

…

渡
前
小
子
ど
も
獅
子
踊
り
今
昔
物
語

子
ど
も
獅
子
誕
生
秘
話
②

渡
前
獅
子
踊
り
保
存
会

太
田
功


